









































































































































































































p2～5の画像：『映画ドラえもん　のび太の南極カチコチ大冒険』から。©藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK2017　配給：東宝文：小川由希子　撮影（p3-5）：山本真司4 5極 No.16 2017 春号
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基地内の食堂に第 57 次隊員と第 58 次隊員の皆さんが集まり、極地研会場の子どもたちの質問に答えてくれました。
今度は昭和基地から会場に向けてクイズが出されました。大人も子どもも真剣になって、
腕を上げて〇と×の形をつくります。正解が発表されるたび、「そうなの！？」「やったぁ！」といった声があちこちで上がりました。
猪俣 仁さん（第 57 次越冬隊員）
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表紙：『映画ドラえもん　のび太の南極カチコチ大冒険』から
©藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK2017　配給：東宝
無
ぶ
聊
りょう
を慰め、ピッチング練習。向かって右が吉田。
吉田栄夫（よしだ・よしお）
国立極地研究所・立正大学名誉教授。（公財）日本極地研究振興会代
表理事。1930年生まれ。長く南極大陸の地形や氷河、湖沼など、自然
地理学の研究に従事。1957年の第2次夏隊、第4次越冬隊、第8次
越冬隊、第16次観測副隊長兼夏隊長、第20次観測隊長兼夏隊長、
第22次観測隊長兼越冬隊長、第27次観測隊長兼夏隊長、アメリカ
隊、ニュー ジ ラーンド隊、イギリス隊などに参加。第2次南極観測隊で
は樺太犬係を兼ねる予定だった。
Profile
宗谷ビセット
　本観測とされた第2次観測隊を乗せた“宗谷”は、快晴の東京港・日の
出桟橋を1957年10月21日出航、第1次の経験を基にして前年より18
日も早い出発であった。観測担当では下から2番目の若輩、地理部門を
一人で背負って越冬しようとする私は、緊張感と昂揚感に満ちていた。
　シンガポールとケープタウンで初めての外国を体験、暴風圏も揺れ
を楽しみ、初氷山に感激したのも束の間、“宗谷”は流氷縁に少し進入し
たところで、12月31日砕氷困難となって動けなくなり、ビセット（氷に
とり囲まれ動けない）状態に陥ってしまった。それからおよそ40日間、
積み重なって厚く広く固結し合った海氷とともに、リュツォ・ホルム湾
はるか沖合を西へ西へと漂流することとなった。
僅かな観測と様々な談義
　ビセット中、永田武隊長、村山雅美副隊長兼越冬隊長のもと、幹部
によるオペ会が何度も開かれ、事態への対応や、我々を待つ昭和基地
の11名の越冬隊や、内地の南極本部事務局との交信も重ねられた。20
名規模の越冬隊も、次第に縮小する案が検討された。この過程で、20
名の内、誰が越冬隊員として選ばれるかを巡り、隊員の中で俺の学問
の方がより価値が高いんだという主張も出てきた。永田隊長は私を呼
び、「誰でも自分の学問が一番と思ってやっているんだ。」と弱小部門を
背負っている身を慰めてくれた。
苦闘の末、越冬断念
　全く動けない“宗谷”、海氷上に出て、清水補給用の氷採りやバレー
ボールに興じた。私は船尾の僅かな水空きからの採泥を手伝い、また
座礁して動かないと考えた氷山の方位と距離をレーダーで測定し、船
の漂流を調べた。これがご指導頂いた村内必典さんとの共著の一部と
して、南極での最初の研究報告となった。ある日突然船の周囲の海氷
が渦を巻いて動き出した。そして“宗谷”は自力で氷縁へと出たが、左
さ
舷
げん
のプロペラの一枚が切断、推進力は落ちた。救援に来航した米沿岸
警備隊の砕氷艦“バートン・アイランド”と海氷域の外縁で会合、“宗谷”
はその後に付いて氷海に突入、昭和基地を目指すも厚い氷に阻まれ、
雪上車で接近を試みるも挫折、バ号は一旦外洋へ出るよう要請、機を
見て7名までに減らした越冬隊を、フロートを装着して水上機にした小
型機昭和号で送りこむことにした。しかし、天我に利せず、1958年2
月24日、船の清水欠乏を勘案し帰航を決断、永田隊長は食堂での全員
集合で、声涙ともに下る演説を行った。西堀榮三郎第1次越冬隊長の
「南極越冬記」に、「ついに最後が来てしまったのだ。エキスペディショ
ンというものはこうしたものだ」とある。
　この敗退の顛
てん
末
まつ
は、ある種の感銘として深く心に残った。
南極・北極科学館のオーロラシアター
昭和基地設立60周年に合わせ、2017年1月29日
に「TACHIHIオーロラシアター」としてリニューア
ルオープン！　投影機の明るさコントラスト比が
大幅にアップしました。全天をダイナミックに乱
舞するオーロラは必見です。
